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　めざすは、人の背よりも伸びたセイタカアワダチソウ。
市民と市職員ら約１８０人が茂みに入り、一斉に抜き取
りを始めました。９月１７日、遊水地の史跡保全ゾーン
「ハート池」で、「外来種除去活動」が行われています。
汗だくになること１時間２０分。過去最高の約１・８ト
ンを除去し、ごみ収集車に積みました（写真下）。
　続いての「植物観察会」（同上）で成果を確かめます。
活動の「守り人」役の私、齋藤広道（同中央左）が案内
します。日が当たる地表に絶滅危惧種で黄色い花のアゼ
オトギリ、タコノアシなどが現われ、参加者は大喜びです。　
　池は、旧谷中村の村人が行き来したであろう役場跡の
前です。近年、広さがわずか３, ３００㎡、身近なここ
が希少植物の宝庫だと分かりました。栃木市は６年前、
復活と再生のため、ハートの形（写真左下の上＝グーグ
ルマップから）に掘削。植物研究者の私が、掘削時から
今日まで、生育状況などの調査を委託され、除去活動で
も参加市民の指導など橋渡し役を務めてきました。
　９回目となった除去活動、成果と今後は－－。土の中
にある絶滅危惧植物の種子が年々発芽し、今や２０数種

類を確認。春から順番に花が楽しめます。さらにこの『小
宇宙』には、まだ増える期待がかかります。
　ハート池は、人と自然が「良い関係」を築き上げる実
験の場ですね。人間が手をかけてあげることで眠って
いた植物が蘇りました。もちろん盗掘などのリスクも
あります。でも、絶
えず人の目があれば
防止にも役立ちます。
活動にぜひご参加く
ださい。渡良瀬遊水
地課（☎０２８２-
６２-０９１９）。

市民と市が連携し、絶滅種の「花園」復活
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道 さんハート池を再生せよ
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